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【研究活動の要約】 

 現在、世界全体で生産される食品の約 1/3 が無駄になっており、大きな問題になっています。無駄に

なった食品のことを食品ロスといいますが、日本でも毎年約 600 万トンの食品ロスが発生しており、

しかもその約半分は家庭で発生しています。 

この研究は精華町の食品ロスを減らして、精華町のごみ問題と世界の食品ロス問題の解決に貢献する

ことを目指しています。3 年計画の初年度である平成 29 年度は、家庭から収集された燃やすごみを調

査して、どのような食品ロスがどれだけ含まれているのか、その実態を調べました。さらに 34 名の住

民の方に 1 週間、毎日毎食、食品ロスを記録いただき、その発生原因についても書いていただきました。

また事業者から出る食品ロスを減らす取組みについても調べました。 

【研究活動の成果】 

 精華町の燃やすごみの中の食品廃棄物の割合は、地区により 4 割弱～5 割前後で、そのうち、手つか

ずの食品が 2～3 割程度、食べ残しが 2 割強、あわせて 4 割～5 割程度が食品ロスであることがわかり

ました（「参考」の左上グラフ参照）。手つかず食品の中身を見ると、地区により順位に差はありますが、

野菜類、果物類、加工食品、パン類、菓子類などが多く、これらの手つかず食品が食べ残しと合わせて、

主な削減ターゲットになることがわかりました（「参考」の右上の写真参照）。 

 また食品ロス日記式調査によると、手つかず食品の 5 割弱は傷んだから捨てられており、使わないま

ま時間が経ったことで処分されることも多いとのことでした。そして発生原因として一番多かったの

は、忘れていた、というものでした。つまり、忘れずに使い切るための効果的な対策が、まず第一に重

要だということがわかりました。今後はより詳細な分析を行いつつ、有効な対策を検討していきます。   

 一方、事業者における成功事例を探したところ、飲食店では食べ切りの働きかけや従業員への提供等

で、また小売店では値引き販売、賞味期限の延長、発注単位の変更等で、実際に大きく削減した事例が

見つかりました。今後は他の可能性も含めて、事業者とともに効果的な削減策を検討し、実験する予定

です。 

【研究成果の還元】 

 平成30年度の精華町広報誌6月号または7月号で住民の皆様に食品ロス問題についてお伝えする際

に、次ページの家庭系食品ごみにおける手つかずの廃棄状況写真やグラフなどが活用される予定です。 

 また平成 30 年 3 月 28 日(水)精華町役場において、精華町環境推進課の担当者に対する研究成果の説

明会を開催しました。今後は、平成 30 年度に計画している社会実験、さらに今後の施策形成に向けて

活用される予定です。なお本研究の成果は、「食品ロス削減に向けた社会実験研究-精華町の実態を踏

まえた効果的な施策に向けて」成果報告書としてまとめています。 

【お問い合わせ先】 生命環境科学研究科 循環型社会論研究室 教授 山川 肇 

          Tel: 075-703-5431   E-mail: yamakawa@kpu.ac.jp 
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■家庭ごみ中の食品ごみの内訳 

（ニュータウン地区の例） 

4割以上が食べられる部分のごみ 

＝食品ロス(手つかず食品＋食べ残し） 

■約 30世帯・4日間の燃やすごみの中に入っていた 

「手つかずの食品」（ニュータウン地区の例） 

■34名の方に食品ロス日記をつけていただきました 

 なぜ上の写真のような食品が捨てられる

のでしょうか？ 

 廃棄された状況を調べるため、左の日記式

調査票を用いて、34 名の方に 1 週間、食品

ロスを一つ一つ記録していただきました。そ

の集計結果が下のグラフです。さらになぜ食

品ロスが発生したのかも含めて、品目別、地

区特性別など、様々な観点から調べました。 

いつのまにか時間が経って、傷んだり、期限

が切れたり・・・が多そうです。 

■手つかず食品：なぜ処分した？ 


